
公
益
財
団
法
人
不
老
会
第
四
十
八
回
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に

第
三
十
八
回
御
名
札
納
め
式
を
左
記
の
と
お
り
執
り
行
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
は
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
列
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

こ
の
式
は
、
御
遺
族
の
方
を
中
心
に
営
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
一
般
会
員
に
対
す
る
通
知
は
本
公
告
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

日　

時　

令
和
四
年
五
月
十
七
日
（
火
曜
日
）
雨
天
決
行

開　

式　

午
後
一
時
三
十
分　
（
午
後
三
時
終
了
予
定
）

会　

場　
「
献
体
の
塔
」
前
広
場

　
　
　
　

名
古
屋
市
千
種
区
平
和
公
園
一
丁
目
四
〇
一
番
地

●�

愛
知
県
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
等
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
場
合
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ご
出
席
の
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

駐
車
場
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
献
体
の
塔
」
へ
の
ご
案
内

・
名
古
屋
駅
よ
り

　

１　

市
バ
ス
の
み
ご
利
用
（
約
40
分
か
か
る
が
、
乗
り
換
え
な
し
）

　
　
　

名
古
屋
駅
（
⑩
番
の
り
ば
）
猪
高
車
庫
行
き
（
基
幹
２
号
系
統
）

　
　
　
「
光
ヶ
丘
」
下
車
。
徒
歩
５
分

　

２　

地
下
鉄
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

　
　
　

東
山
線
「
本
山
」
で
名
城
線
に
乗
り
換
え
、
次
の
「
自
由
ヶ
丘
」
下
車
。

　
　
　

市
バ
ス　

星
ヶ
丘
・
猪
高
車
庫
行
き
（
星
丘
11
号
系
統
）で
「
光
ヶ
丘
」
下
車
。

　
　
　

徒
歩
５
分

・
星
ヶ
丘
方
面
よ
り

　
　
　

市
バ
ス　

地
下
鉄
自
由
ヶ
丘
行
き
（
星
丘
11
号
系
統
）「
平
和
公
園
」
下
車
。

　
　
　

徒
歩
５
分

第
四
十
八
回�
献
体
者
顕
彰
式
並
び
に

第
三
十
八
回�
御ご
み
ょ
う
さ
つ

名
札
納
め
式
の
ご
案
内

医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―
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本
誌
を
お
読
み
に
な
っ
て
い
る

不
老
会
会
員
の
み
な
さ
ん
の
多
く

は
、
既
に
健
康
長
寿
を
達
成
し
て

お
ら
れ
る
か
と
拝
察
し
ま
す
が
、

日
本
が
超
高
齢
化
社
会
と
な
る
に

つ
け
、
人
々
の
関
心
は
い
か
に
健

康
に
長
生
き
す
る
か
、
に
向
け
ら

れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

医
学
で
は
、
い
か
に
長
生
き
す
る

か
、
と
、
い
か
に
健
康
に
過
ご
す

か
、
が
、
医
療
者
、
研
究
者
の
興

味
を
惹
き
つ
け
、「
老
化
を
治
療

す
る
」
こ
と
が
、
今
や
ト
ピ
ッ
ク

ス
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
、
事

故
に
遭
わ
ず
、
大
き
な
怪
我
や
病

気
を
し
な
け
れ
ば
、
ヒ
ト
は
何
歳

ま
で
生
き
ら
れ
る
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。
記
録
を
辿
る
と
、
成

田
き
ん
さ
ん
は
一
〇
七
歳
、
一
卵

性
双
生
児
の
妹
の
蟹
江
ぎ
ん
さ
ん

は
一
〇
八
歳
で
亡
く
な
ら
れ
、
ま

た
、
人
類
最
高
齢
と
さ
れ
る
フ
ラ

ン
ス
南
部
の
ア
ル
ル
地
方
に
暮
ら

し
た
ジ
ャ
ン
ヌ
・
カ
ル
マ
ン
さ
ん

は
一
八
七
五
年
二
月
二
一
日
に
生

ま
れ
一
九
九
七
年
八
月
四
日
に
亡

く
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
享
年
一
二

二
歳
（
と
一
六
四
日
）
で
す
。
現

在
、
人
間
の
寿
命
に
は
「
一
二
〇

歳
の
壁
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
二
〇
歳
の
壁
を
破
る

こ
と
が
医
学
の
一
つ
の
目
標
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
鍵

を
解
く
べ
く
、
今
、
日
本
に
八
万

人
い
る
日
本
の
百
寿
者
の
遺
伝
子

解
析
が
、
慶
應
義
塾
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
・
研
究
機
関
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
き
ん
さ
ん
、

ぎ
ん
さ
ん
の
遺
伝
子
解
析
か
ら
、

体
内
で
食
物
を
燃
や
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
る
こ
と
に
働
く
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
と
い
う
細
胞
内
小
器
官

の
遺
伝
子
の
「
型
」
が
長
寿
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
健
康
に
老
い
る
仕
組

み
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
ヒ
ン
ト

の
一
つ
は
、
老
化
に
よ
る
体
内
組

織
の
炎
症
を
取
り
除
く
こ
と
に
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
遺
伝

子
の
ス
イ
ッ
チ
の
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ

に
働
く
Ｓ
Ｉ
Ｒ
と
い
う
タ
ン
パ
ク

質
が
抗
炎
症
機
能
に
よ
り
健
や
か

な
老
い
を
促
進
す
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
い
る

と
体
に
溜
ま
る
「
が
ら
く
た
細

胞
」
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
認
知
症
や
慢
性
腎
臓
病
な
ど

の
老
年
病
の
症
状
が
改
善
す
る
可

能
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
酸
化
し

た
体
内
環
境
を
中
和
し
、
が
ら
く

た
細
胞
が
生
き
な
が
ら
え
る
の
を

防
い
で
、
が
ら
く
た
細
胞
を
死
滅

さ
せ
るGLS-1

阻
害
薬
な
ど
の
薬

剤
の
薬
効
が
調
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。健

康
長
寿
者
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

不
老
会
会
員
の
み
な
さ
ま
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
に
、
健
や
か
な
老

い
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

医
学
の
お
は
な
し

老
化
を
治
療
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
市
立
大
学
医
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
合
解
剖
学
分
野　

教
授植　

木　

孝　

俊

私どもは感謝のために献体・献眼する。 ― 2 ―
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平
素
よ
り
医
学
の
教
育
・
研
究
の
た
め
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
四
年
度
「
愛
知
医
科
大
学
不
老
会
会
員
の
集
い
」
の
開
催
に

向
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
情
勢
を
注
視
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

感
染
の
脅
威
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
り
、
持
続
的
な
感
染
対
策
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
大
変
に
苦
渋
の
決
断
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
年
度
の
「
会
員
の
集
い
」
の
開
催
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

愛
知
医
科
大
学　
　
　
　

医
学
部
長　
　
　
　
　
　

笠　

井　

謙　

次
�

公
益
財
団
法
人
不
老
会　

愛
知
医
科
大
学
部
会
長　

藤　

内　

美
也
子

※�　

五
月
九
日
（
月
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
令
和
四
年
度
の
解
剖
慰
霊
祭

は
、
ま
だ
ま
だ
最
善
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
大
学
等
関
係
者

の
み
で
営
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

〇�

私
た
ち
は
理
学
療
法
士
を
志
す
学
生

と
し
て
日
々
、
勉
学
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。
今
回
の
実
習
を
通
し
て
、
教

科
書
に
は
一
般
的
な
人
体
構
造
に
つ

い
て
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、

実
際
に
ご
遺
体
を
見
学
実
習
す
る
と

教
科
書
と
違
う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
違
い
を
確
認
し
な
が
ら
人

体
の
構
造
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
遺
体
を
見
学
す
る
こ
と

で
自
分
は
医
療
従
事
者
に
な
る
の
だ

と
い
う
責
任
が
芽
生
え
、
こ
の
体
験

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
講
義
や

実
習
を
通
じ
て
学
習
に
励
む
新
た
な

覚
悟
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、私
た
ち
は
見
学
実
習
を
通
じ
て
、

多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
見
学
実
習
を
行
う
に
あ
た

愛
知
医
科
大
学

不
老
会
会
員
の
集
い
の
開
催
中
止
に
つ
い
て

�

（
お
知
ら
せ
）

名
古
屋
大
学
医
学
部
で
解
剖
見
学
実
習
を
行
っ
た
学
校
の

生
徒
さ
ん
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

り
、
献
体
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
ご

遺
族
並
び
に
不
老
会
理
事
長
様
は
じ

め
会
員
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
星
城
大
学

�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
）

〇�

実
習
で
は
、
血
管
の
つ
な
が
り
、
骨

の
構
造
、
臓
器
な
ど
、
教
科
書
で
は

学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ

事
を
活
か
し
勉
学
に
励
み
患
者
様
に

寄
添
え
る
理
学
療
法
士
に
な
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
度
、

ご
献
体
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
本

人
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
不
老

会
の
皆
様
、
名
古
屋
大
学
の
関
係
者

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
名
古
屋
平
成
看
護
医
療
専
門
学
校
）

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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令和 4 年度事業計画書（抜粋）
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

昨今の新型コロナウイルス感染症の蔓延により、人々の生活環境は大きく影響されており、
一刻も早い収束を願うところであります。
このような大変厳しい環境下にあって、不老会活動の理念、究極の目的を達成するため、令
和４年度においては、可能な限り積極的に事業を実施してまいります。

１　評議員会及び理事会並びに常務理事会

⑴　定時評議員会（年１回）及び臨時評議員会（随時）を開催する。
⑵　定時理事会（年２回）及び臨時理事会（随時）を開催する。
⑶　常務理事会（原則として月１回）を開催する。

２　常務理事会直轄事項

⑴　献体の塔に関すること。
　　献体の塔の清掃は、原則として年３回（５月、９月、12月）実施する。
　　献体の塔の修繕は、施工計画を作成の上、総合的な判断のもとに実施する。
⑵　新規会員の入会登録審査に関すること。
　　「入会及び登録審査会」で入会の可否を審査し、登録先大学を決定する。
⑶　財政基盤の強化に関すること。
　　募金箱の設置箇所を可能な限り増やすなど、財源の確保に努める。
⑷　情報公開及び個人情報の保護に関すること。
　　可能な限り情報を広く公開するとともに、個人情報の適正管理に努める。
⑸　愛知県アイバンク協会に関すること。
　　愛知県アイバンク協会との連携を密にし、「献眼への協力」を一層推進する。

３　委員会活動

〈総務委員会〉

　⑴　顕彰式並びに御名札納め式に関すること。
　　�　前年度に献体（成願）された方々のご遺族及び関係機関をお招きして、５月17日に平
和公園の「献体の塔」前広場にて挙行する。

　⑵　新年初顔合わせ会に関すること。
　　　不老会の更なる発展と会員の健康を祈願するため、熱田神宮にて開催する。
　⑶　ウォーキング同好会に関すること。
　　　前年度に試行的に行った際の改善点等を踏まえて、計画し実行する。
　⑷　常務理事会への提案に関すること。
　　　不老会の業務運営等に関して、常務理事会に提案すべき事案が有れば提案する。

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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　〈組織委員会〉

　　⑴　不老会及び各地区の活動に関すること。
　　　①　不老会の集いを開催する。
　　　　　期日　令和４年10月20日（木）
　　　　　場所　名古屋市公会堂大ホール
　　　②�　地域組織の活動を活発にするため、47地区において、それぞれの地区の特性を活か

した会員集会や懇談会等の開催を喚起し支援する。
　　　　�　なお、地区の諸事情により活動が休止している地域については、地区の再編を含め、

今後の地区の在り方等について検討していくこととする。
　　　　　また、必要に応じて関係役員会等を開催し、新役員の発掘に努める。
　　　③　不老会献体DVDの作製事業を計画し推進する。
　　　　�　献体先５大学との連携及び協調を図り、ワーキンググループ（仮称）のもとで、事

業を計画し推進する。
　　⑵　地区代表者会議の開催に関すること。
　　　�　不老会の諸活動を地区の代表者に理解していただき、地区活動の円滑な推進が図られ

ることを願い、原則として毎年１回以上開催する。

　〈広報委員会〉

　　⑴　会報誌「不老」の発行に関すること。
　　　　年４回（春季号・夏季号・秋季号・新春号）発行し、会員等に送付する。
　　⑵　不老会のPRに関すること。
　　　　必要に応じて啓発ポスターやパンフレット等を作成し、PRに努める。
　　⑶　不老会のホームページに関すること。
　　　　ホームページの内容を充実させ、献体活動の意義についての理解を広める。

　〈大学委員会〉

　　⑴　５大学との連携に関すること。
　　　①　実務担当者会議を必要に応じて開催する。
　　　②�　各大学が、登録不老会員及び家族を対象に行う「不老会員の集い」に対して、各大

学部会員が中心となって協力支援する。（各大学：年１回開催）
　　⑵　５大学連絡協議会の開催に関すること。
　　　�　献体に関する共通課題の検討などを行い、今後の本会献体活動に反映させるため、５

大学連絡協議会を、原則として毎年２回開催する。

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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不老会のルーツを偲んで遠足に…。（令和３年11月18日）
コロナ禍のスキマ？をぬって、パートⅡは、愛知用水の中間にある愛
知池（東郷調整池）に行ってきました。
最高の天気に恵まれ、26名の方々が参加して下さいました。
豊田線米野木駅に集合し、池のまわりの専用道をゆっくりと半周

（3.5�km）歩かれた人、ぐるりと一周（7.4�km）歩かれた人、皆さん健脚
で人生100年のゴールがみえているようでした。
ただ、残念だったのは愛知池の重要なポイントを見逃してしまった方

も多く、又、ウオーキン
グをとおして会員相互の
親睦をはかる機会もなくしてしまい、幹事として反省す
ることしきり…。
次回は、そろって“会食”の場もつくり、もっともっ
と仲間意識を確認できる場を提供したいと思いました。
� （幹事：杉山　雄彦）

秋のウォーキング開催報告

不老ウォーキングクラブ誕生！！

愛知池MAP

� 総務委員長　杉山　雄彦　

先日、自宅待機の日々の中、静かに『葉っぱのフレディ』を読んでいて…ふと、きんさんぎんさ
んを思い出しました。
90才ぐらいの時に、ずっと家にいて大分ボケていたそうです。だけど数えの100才の時に“100才
の双子がいる”とマスコミに引っぱり出されて、刺激を与えられているうちに、元気がモリモリ…
ギャラをもらって…老後のために残しておくって？
人間はどんな生活をしようか、どんな風に生きようかと、とにかく刺激をうけながら進歩してい
くようです。
不老会の方々は、最終ゴールに医学の進歩のために献体をするという崇高な目標をもっています。
しかし、その時がくるまでまだまだ長い日々、肉体的にも精神的にも、健やかな日々をおくりた
いですね。
その為にも、生きがいのある人生、つまり人生の”彩り“を楽しんでいきたいものですね。

皆様お元気ですか
　　人生100年時代～

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。 ― 6 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

春季号　令和 4 年（2022年）　第591号



行先は愛知用水の出発点の、兼山取水口（八百津町）

第１回不老ウォーキングクラブは、
５月19日（木）に開催予定です。

集合・解散場所…金山駅
移動は、マイクロバスを利用します。
お申込みいただいた方に詳細スケジュールを送ります。
（今回は先着20名限定。ワクチン３回目接種必須。）
参加費は、3,000円（交通費と会食代含）の予定です。
お申込みは、不老会事務局へ。電話�052-203-4580　（幹事　杉山雄彦）

高蔵寺サイホン橋の辺りを
散策予定です。

兼山取水口（八百津町） 水路橋（犬山市）

明治村の
近くで
会食

参加された方々の感想（一部抜粋）
〇�冊子“命の水＆愛知用水”を読
まさせていただきました！感動
しました。今、生かされて自分
に感謝し、全ての人や物に敬意
を表しありがとうございます。
� （Ｔ様）

〇�愛知池畔は何回も歩いていますが愛知用水の調整池とは知りませんでした。
そして大工事であったことが想像できました。改めて久野庄太郎さん濵島辰

雄さんを始め、先人の想いと実行力に感謝の念をおぼえます。
不老会の基になったお二人の思いも改めて知ることの出来る一
日でした。� （Ｋ様）

〇�愛知池を一周して自宅まで戻れ私自身ひと安心。久しぶりに
10�km歩きふくらはぎがパンパンになりました。日頃から少
しずつ歩かねばと…歩こうと決めました。� （Ｙ様）

〇穏やかな天気に
も恵まれ心地良いウオーキングでした。他の会員の方とお
話をする機会はあまりなかったので、お会いして話しをし
ながら歩けたこと楽しい思い出になりました。次回は春の
岐阜兼山方面とお聞きしました。楽しみにしています。あ
りがとうございました。� （Ｉ様）

愛知用水流入口

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―
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理事及び監事候補者推薦のお願い！

現任の理事・監事の任期は、本年６月の定時評議員会時までとなっています。
新たに理事・監事を選任するため「理事及び監事候補者推薦委員会」は、広く会員の皆
様から適任者を募集しています。
自薦・他薦を問わず、適任者を積極的に推薦してください。
詳しくは、事務局にお問い合わせてください。「候補者推薦届」の用紙をお送りします。

（推薦届の提出期限は、５月６日（金）必着です。）
なお、新たな理事・監事は、６月中に開催予定の評議員会で選任されます。

【連絡先】　公益財団法人不老会�事務局　（電　話）052-203-4580
　　　　　　　　　　　　　　�　　　　（ＦＡＸ）052-253-7123

いずれの会議も、昨今の新型コロナウイルス感染症の蔓延による感染拡大防止措置が求められている
ところであり、安全第一の観点から書面による開催となりました。
理事会については、令和４年２月２日付で、評議員会については、令和４年２月18日付で、新年度の
事業計画書及び収支予算書並びに職員給与規程の変更を議題とする提案書が理事長名で発出されまし
た。これにより、各役員及び評議員の皆様には、慎重な審議がなされ、その結果、原案どおり理事会に
おいて決議され、評議員会において承認されました。
加えて、いずれの会議にも報告事項として、令和３年度の決算見込みについて及び地区活動費交付要
綱別表の改正についてを、郵送にてお示ししました。

　令和４年度の清掃計画をお知らせいたします。

日にち 集合時間 担当ブロック

令和４年５月12日（木） 午前10時 美　濃�ブロック
名古屋�ブロック

令和４年９月22日（木） 午前10時 三　河�ブロック

令和４年12月17日（土） 午前10時 尾　張�ブロック

★　集合場所…名古屋市平和公園　献体の塔前広場　（雨天中止）

○　服装は、帽子、長袖、タオル、飲物などを用意しご参加ください。
○　ブロックに関係なくどなたでもご参加ください。
○　参加者は全て勤労奉仕とします。

令和 3 年度 第 2 回定時理事会及び第 2 回臨時評議員会

献体の塔清掃奉仕作業のお願い

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。 ― 8 ―
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